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株主・投資家の皆さまへ

ごあいさつ

2023年6月
代表取締役社長　福田 純一郎

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、ここに、当社第75期（2022年４月1日から2023
年３月31日まで）のビジネスレポートをお届けし、当社
グループの事業概況をご報告申し上げます。

●安定的な利益成長を目指して
　当期を最終年度とする中期経営計画「New 
Value 2022」では、既存事業領域での収益力
を拡大・強化するとともに、新たな成長基盤の
確立に取り組んでまいりました。コロナ禍での
活動制約はありましたが、液晶ディスプレイ分
野での粘着剤のシェア拡大や生産設備増強によ
る競争優位性の向上、サステナブルな製品開発
に向けた技術・知見の蓄積、研究機関・スター
トアップ企業との連携強化による新規事業テー
マの獲得などの成果を上げました。しかしなが
ら、数値目標については売上高目標370億円を
達成したものの、営業利益目標35億円に対して
は、前期から続いた原材料価格高騰や液晶関連
分野での生産調整の影響を受けて大幅に下回る
結果となりました。

　安定的な利益成長を果たすには、原材料価格
や液晶ディスプレイ需要などの業績変動リスク
に強い事業構造への転換が不可欠と認識してお
ります。新たな中期経営計画「Advance 2025」
は、事業ポートフォリオの変革に向けたファー
ストステップと位置付け、既存事業の利益最大
化を追求するとともに、環境・社会課題の解決
を志向した新技術・製品の開発や新規事業の確
立に向けた積極投資を推進し、次世代事業領域
の創出に取り組んでまいります。また、重要性
が高まるサステナビリティ活動推進体制の構築、
次世代を担う多様な人材の活躍・成長を促す人
事制度改革や、新たな価値創造に繋がるデジタ
ル技術導入など、持続的な成長を支える経営基
盤の強化にも注力してまいります。

＜重点施策＞
　◆ 既存事業による安定収益基盤の拡大と収益性の改善
　◆ 事業構造改革に向けた次世代事業領域の創出
　◆ サステナビリティ経営の推進

●中期経営計画「Advance 2025」の概要

売上高目標
（億円）

営業利益目標
（億円）

■粘着剤　■微粉体　■特殊機能材　■加工製品　■装置システム
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（目標）
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＜数値目標＞
　連結売上高 500億円
　連結営業利益 45億円
　ROA 7%以上
　ROE 9%以上

＜投資計画（３年間）＞
　設備投資 130億円
　成長投資枠 70億円

　当社グループは、激変する事業環境のなかで、安定的かつ持続的な利益成長を果たすために、環境変化に
強い事業構造への転換が不可欠との認識にたち、独自の技術・製品開発力を磨き、環境・社会課題の解決を
志向した事業領域の創出と事業構造の変革により、新たな成長軌道を築き、社会の発展とともに成長し続け
る企業集団を目指しております。
　中期経営計画「Advance 2025」では、収益基盤の維持・拡大と収益性の改善によりキャッシュ創出力を
高め、事業ポートフォリオの変革に向けた新たな事業領域の創出に経営資源を積極投入し、安定的な利益成
長が実現可能な経営基盤を構築することを目指します。
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売上高（百万円） 売上高 海外売上高比率

LCD用光拡散剤
トナー添加剤
多孔質材料

主な用途

6.6%
25億円
売上高構成比

第75期第74期 第76期（見通し）

2,524 2,5003,021

75.8%75.8% 70.0%70.0%74.2%74.2%

売上高（百万円） 売上高 海外売上高比率

電子基板材料
印刷インキ
建材用添加剤
有機導電材料

主な用途

7.3%
27億円
売上高構成比

第76期（見通し）第75期第74期

2,776 2,100
3,521

77.0%77.0%
61.0%61.0%75.3.%75.3.%

売上高（百万円） 売上高 海外売上高比率

情報電子機器
自動車
家電

主な用途

16.8%
64億円
売上高構成比

第76期（見通し）

6,000

第75期第74期

6,4115,837

97.0%97.0% 94.0%94.0%94.1%94.1%

売上高（百万円）

熱媒ボイラー
熱媒体
メンテナンス
プラントエンジニアリング

主な製品等

11.0%
41億円
売上高構成比

第76期（見通し）第75期第74期

4,178 3,9004,422

売上高（百万円） 売上高 海外売上高比率

光学フィルム
自動車用テープ
建材用テープ

主な用途

58.3%
222億円
売上高構成比

第75期第74期 第76期（見通し）

22,238
26,000

21,835

56.2%56.2% 60.0%60.0%55.6%55.6%

当期は、中国市場でのスマートフォン市況悪化の影響を受けて電子回路材料用途の販売数量が減
少したことなどにより、売上高は前期を下回りました。
次期は、電子回路材料用途の短期的な需要回復が見通し難いなか、微粉体事業と連携して情報・
電子部品分野での顧客・用途開拓に注力するとともに、中国研究開発センターの製品開発・技術
対応力の強化に取り組んでまいります。

加工製品
当期は、スマートフォン関連の販売が減少しましたが、中国自動車市場向けや電子表示用途での
販売が増加したことなどにより、売上高は前期を上回りました。
次期は、スマートフォン関連の低迷に加え、電子表示用途での在庫調整の影響を見込んでおりま
すが、中国自動車市場での更なる販売拡大に注力するとともに、普及が進む電気自動車向けでの
新たなニーズ探索・開発に取り組んでまいります。

装置システム
当期は、受注は堅調に推移しましたが、設備関連の工事完成高が前期を下回ったことなどにより、
売上高は前期を上回りました。
次期は、独自の設備診断サービスの拡充や劣化した熱媒体油を再生加工した環境配慮型製品の販
売拡大などに注力し、景気変動の影響を受けにくい事業構造への転換を推進してまいります。

当期は、液晶ディスプレイ関連用途の販売数量が生産調整の影響を受けて減少しましたが、原材料
高騰に対する価格改定の効果などにより、売上高は前期を上回りました。
次期は、液晶ディスプレイ分野の市況回復と中国市場での需要拡大が見込まれ、確実に需要を取り
込むとともに、中国南京工場の更なる生産設備増強を進めてまいります。また、需要が拡大する環
境配慮型製品の拡充と新たなニーズ探索に取り組んでまいります。

当期は、中国光拡散用途や電子部品関連用途の販売数量が需要低迷の影響を受けて減少したこと
などにより、売上高は前期を下回りました。
次期は、主力の光拡散用途の需要減少により厳しい状況が続いておりますが、生産合理化による
利益確保に取り組むとともに、情報・電子分野での新規顧客開拓や環境配慮型製品の採用獲得に
注力してまいります。

粘着剤

微紛体

特殊機能材

次期の見通しおよび事業概況

●商品ユニット別の概況

　次期の事業環境は、引き続き先行き不透明かつ厳しい状況が続くと見ておりますが、当社グループと
いたしましては、中国シフトが進む液晶ディスプレイ関連の需要を確実に取り込むとともに、自動車や
情報・電子デバイスなど成長分野での新たなニーズ獲得に注力し、安定収益基盤の拡大と収益性の向上
を図ってまいります。また、バイオマス材料・製品や革新的生産プロセスの開発、新規事業開発体制の
強化など、環境変化に強い事業構造への転換に向けた取り組みを推進してまいります。
　業績につきましては、売上高は405億円、営業利益は32億円、経常利益は30億円、親会社株主に帰属
する当期純利益は21億円を見込んでおります。

●次期の見通し
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負債
17,298

純資産
29,977

負債
17,234

純資産
28,348

流動資産
27,288

固定資産
19,986

流動資産
27,873

固定資産
17,708

資産合計
47,275

負債純資産合計
45,582

負債純資産合計
47,275

現金及び
預金
7,013

有形
固定資産
18,540
無形
固定資産
273
投資
その他の資産
1,171

流動負債
13,676
固定負債
3,621

株主資本
27,249
その他の
包括利益
累計額
2,727

現金及び
預金

7,203

有形
固定資産
16,135

無形
固定資産

328
投資

その他の資産
1,244

流動負債
12,909

固定負債
4,324

資産合計
45,582

株主資本
26,403

その他の
包括利益

累計額
1,944

売上高
38,129 営業利益

2,034
経常利益
2,169

当期純利益
1,436

営業活動
によるCF
2,090

投資活動
によるCF
△3,604

現金及び
現金同等物
の期首残高
11,203

財務活動
によるCF

87

現金及び
現金同等物

に係る
換算差額

236

現金及び
現金同等物の

期末残高
10,013

▼売上原価 27,952
▼販売費及び 8,143
　一般管理費 ▲営業外収益 218

▼営業外費用 83

▲特別利益 76
▼特別損失 245
▼法人税等 563

連結損益計算書の概要
（単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書の概要
（単位：百万円）

連結貸借対照表の概要（単位：百万円）

2022年3月31日 2023年3月31日 2022年3月31日 2023年3月31日

当期
（2022年4月1日～ 2023年3月31日）

当期
（2022年4月1日～ 2023年3月31日）

前期末 当期末 前期末 当期末

財務情報

Check!Check!
Point 1

①　連結キャッシュ・フロー計算書
投資活動によるキャッシュ・フローは、
中国南京工場での生産設備増強による
有形固定資産の取得などにより、36億
4百万円の減少となりました。

Point 2
②　営業利益
売上高営業利益率は、原材料高騰に対す
る価格改定の効果がありましたが、液晶
関連用途の販売数量減が利益を圧迫した
ことにより、前期5.8％から5.3％に0.5
ポイント悪化しました。

注）当期純利益は、「親会社株主に帰属する当期純利益」を記載しています。

会社の概況／株式の状況
（2023年3月31日現在）

会社概要
社　名　綜研化学株式会社
資本金　3,361,563千円
主要な事業内容
●ケミカルズでは、粘着剤、微粉体、特殊機能材、

加工製品等の開発、製造、販売を行っております。
●装置システムでは、装置・システムの販売、生産

システムのエンジニアリング、プラントのメンテ
ナンス、熱媒体油の輸入販売を行っております。

事業所
事業所名 所在地
本社 東京都豊島区高田３－29－５
狭山事業所 埼玉県狭山市広瀬東１－13－１
浜岡事業所 静岡県御前崎市池新田8665－１

主要な子会社
●綜研テクニックス株式会社
●綜研化学（蘇州）有限公司
●寧波綜研化学有限公司
●Soken Chemical Asia Co., Ltd.
●綜研高新材料（南京）有限公司

発行可能株式総数 33,200,000株
発行済株式の総数 8,300,000株
株主数 4,130名

株価（高値・安値）および株式出来高の推移

証券会社
175,719株
（2.1%）

金融機関
1,021,700株
（12.3%）

株式数
8,300,000株 個人その他

3,885,440株
（46.8%）
※自己名義株式
　33,447株含む

その他の法人
1,257,978株
（15.2%）

外国法人等
1,959,163株
（23.6%）

証券会社
21名（0.5%）

金融機関
11名（0.3%）

株主数
4,130名 個人その他

3,945名（95.5%）

その他の法人
61名（1.5%）
外国法人等
92名（2.2%）

所有者別株式分布状況

22/4 22/5 22/6 22/7 22/8 22/9 22/10 22/11 22/12 23/1 23/2 23/3

出来高（千株） 株価（円）

1,200

2,000 2,400

1,800

600

00

1,000

1,500

500

（西暦/月）

役員（2023年6月23日現在）
代 表 取 締 役 社 長 福　田　純一郎
専 務 取 締 役 滝　澤　清　隆
取 締 役 冨　田　幸　二
取 締 役 岡　本　秀　二
取 締 役 蓮　井　崇　⽂
社 外 取 締 役 土　屋　　　淳
社 外 取 締 役 神　山　健次郎
社 外 取 締 役 布施木　孝　叔
常 勤 監 査 役 泉　浦　伸　行
常 勤 監 査 役 野　村　　　明
社 外 監 査 役 安　田　　　恵
社 外 監 査 役 松　本　真　輔
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本社  〒171－8531　東京都豊島区高田三丁目29番５号
TEL：03－3983－3171　FAX：03－3988－9216
URL：https://www.soken-ce.co.jp

株主メモ
事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年６月開催

期 末 配 当 金
支 払 基 準 日

３月31日

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（郵便物送付先） 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 0120-782-031

単 元 株 式 数 100株

公 告 の 方 法 当社のホームページに掲載
URL:https://www.soken-ce.co.jp

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所スタンダード市場

【株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について】
　証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等の
お届出およびご照会は、口座のある証券会社宛にお願いいた
します。証券会社に口座を開設されていない株主様は、上記
の電話照会先にご連絡ください。

【特別口座について】
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）
を利用されていなかった株主様には、株主名簿管理人である
上記の三井住友信託銀行株式会社に口座（特別口座といい
ます。）を開設いたしました。特別口座についてのご照会
および住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願い
いたします。

本レポートの表紙絵は、
障がい者ライブラリー

「アートビリティ」に登
録されている、アーティ
スト蔵貫信さんの作品

（作品名：「クジラと飛ん
だ日」）を使用させてい
ただきました。

蔵貫　信（くらぬき　しん）
1969年生まれ。山口県在住。
動物をモチーフにしたユーモラスで愛らしいイラストや、詩
情溢れるファンタジーなイラストが幅広い層に支持されてい
る。自宅前の「アトリエ藏」で作品を制作し、個展活動を精
力的に行っている。現在は絵本制作にも興味を持ち、様々な
作品を創作中。
1998年   「長野アートパラリンピック」街角賞受賞。
1999年   「第11回障害者アートバンク（アートビリティ旧称）

大賞」日立キャピタル特別賞受賞。
2008年   「第20回アートビリティ大賞」大賞受賞。
2014年   「第７回下松手作り絵本全国コンクール」佳作。

当社の決算情報や適時開示情報などの
IR情報がご覧になれます。

当社ホームページのご案内

https://www.soken-ce.co.jp
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